
「パスカル清見」で研修 

韓国での歓迎会（４月１２日） 

立山マリモ生息地（野口・広明正一宅） 

「パスカル清見」で研修 

新しくなった 
防犯灯 

����

委
員
会
の
審
議
 

委
員
会
の
審
議
・
行
政
視
察
報
告
 

 総
務
課
 

�
　
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
貸
出
し

範
囲
は
。
 

�
　
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
や
事
務
連

絡
、
そ
し
て
地
区
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
に
貸
出
し
た
い
。
 

�
　
防
犯
灯
の
設
置
状
況
は
。
 

�
　
昨
年
度
は
７
１
２
灯
更
新
要

望
が
あ
り
、
う
ち
３
８
５
灯
を

設
置
し
た
。
残
り
３
２
７
灯
は

今
年
度
予
定
し
て
い
た
が
、
新

た
に
１
０
６
灯
追
加
要
望
あ
り
、

今
回
補
正
で
４
３
３
灯
工
事
し

た
い
。
 

 税
務
課
 

�
　
立
山
町
税
条
例
改
正
に
伴
い

税
収
は
ど
う
変
わ
る
か
。
 

�
　
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
山
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。
 

　
町
民
税
の
均
等
割
が
一
律
に

２
、０
０
０
円
か
ら
３
、０
０
０

円
に
な
る
。
対
象
者
が
１
万
人

で
あ
り
、
約
１
千
万
円
の
増
収

が
見
込
め
る
。
配
偶
者
分
は
、

対
象
者
２
、８
０
０
人
で
あ
り
、

１７
年
度
は
１
／

２
で
４
２
５
万

円
で
、
１８
年
度
で
８
５
０
万
円

の
増
収
に
な
る
見
込
み
。
 

　
老
年
者
控
除
４８
万
円
は
平
成

１８
年
度
よ
り
廃
止
す
る
こ
と
か

ら
、
対
象
者
が
約
８
５
０
人
で

あ
り
約
１
、８
０
０
万
円
の
増

収
と
な
る
。
６５
歳
以
上
の
者
ひ

と
り
当
り
、
年
間
２
万
３
、０

０
０
円
程
度
の
負
担
と
な
る
。
 

 消
防
署
 

�
　
町
立
公
民
館
や
集
落
公
民
館

の
火
災
予
防
指
導
は
。
 

�
　
町
立
公
民
館
に
つ
い
て
は
査

察
の
際
に
指
示
指
導
し
て
い
る
。 

 建
設
課
 

�
　
立
山
町
み
ど
り
維
新
の
景
観

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
の
中
に
、

「
地
域
の
宝
の
指
定
等
」
を
規

定
し
て
あ
る
が
、
教
育
委
員
会

で
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
そ
の
か
か
わ
り
は
。 

�
　
文
化
財
の
指
定
と
重
複
し
て

地
域
の
宝
も
指
定
で
き
、
対
象

を
幅
広
く
考
え
て
い
る
。
 

 商
工
観
光
課
 

�
　
７
月
に
韓
国
の
江
北
区（
ガ
ン

ブ
ク
グ
）か
ら
訪
問
団
が
訪
れ
る
。

隣
国
で
あ
り
交
流
を
深
め
る
た

め
に
も
っ
と
先
行
投
資
を
し

て
は
。
 

�
　
立
山
の
観
光
を
韓
国
の
皆
さ

ん
に
十
分
知
っ
て
も
ら
い
、
組

織
ぐ
る
み
の
形
で
観
光
客
を
増

や
す
こ
と
を
考
え
、
な
る
べ
く

費
用
を
か
け
な
い
形
で
交
流
を

図
り
た
い
。
 

 農
林
課
 

�
　
学
校
給
食
ふ
る
さ
と
食
材
活

用
拡
大
事
業
は
、
何
を
栽
培
し
、

委
託
先
は
ど
こ
か
。
 

�
　
必
要
な
野
菜
を
農
家
の
方
々

に
栽
培
し
て
も
ら
い
、
町
の
商

業
協
同
組
合
に
委
託
し
事
業
を

推
進
し
た
い
。
 

�
　
今
回
現
地
調
査
を
し
た
林
道

長
倉
線
は
、
あ
と
約
２
㎞
で
全

線
開
通
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
事
業
見
通
し
は
。
 

�
　
林
道
長
倉
線
は
、
平
成
１７
年

度
以
降
少
な
く
と
も
３
億
円
は

か
か
る
。
今
の
事
業
ペ
ー
ス
で

い
く
と
、
あ
と
１０
年
は
か
か
る

と
思
う
が
、
一
日
も
早
く
全
線

開
通
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

 健
康
福
祉
課
 

�
　
機
能
訓
練
事
業
の
備
品
購
入

費
で
「
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
物
を
購
入

す
る
の
か
。
 

�
　
機
能
回
復
用
に
使
用
す
る
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
、
今
年
度
か

ら
言
語
訓
練
も
入
れ
た
の
で
安

全
吹
き
矢
セ
ッ
ト
等
を
購
入
し

た
い
。
 

 社
会
教
育
課
 

�
　
文
化
財
保
護
事
業
で
平
面
図

作
成
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て
。 

�
　
立
山
マ
リ
モ
生
息
地
の
平
面

図
作
成
で
あ
り
、
県
の
指
定
文

化
財
に
申
請
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
 

 

学
校
教
育
課
 

�
　
小
学
校
建
設
事
業
で
物
件
補

償
調
査
委
託
料
の
内
容
に
つ

い
て
。
 

�
　
７
月
８
日
に
家
屋
評
価
を
し

金
額
等
の
提
示
を
し
て
了
解
が

得
ら
れ
れ
ば
１２
月
頃
に
は
物
件

補
償
の
予
算
を
計
上
し
た
い
。
 

岐阜県清見村…６月２９日～３０日

議会運営委員会 行政視察報告 

産業建設常任委員会 

総
務
常
任
委
員
会
 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
 

　
清
見
村
は
高
山

市
の
西
に
隣
接
す

る
山
村
で
、
高
山

駅
か
ら
車
で
１５
分

ほ
ど
の
位
置
に
あ

る
。
総
面
積
２
５

９
・
２
㎢
、
西
日

本
４
番
目
の
広
さ

の
村
に
２
６
５
０

人
の
住
民
が
暮
ら

し
て
い
る
。
昭
和

３０
年
に
は
４
７
５

３
人
で
あ
っ
た
人

口
が
、
昭
和
５５
年

に
は
２
３
５
１
人

ま
で
減
少
し
て
過

疎
化
が
進
み
、
集

落
機
能
が
停
滞
す

る
恐
れ
が
発
生
し
た
。
 

　
「
広
い
村
だ
が
、
あ
り
そ
う
で

な
い
も
の
が
５
つ
あ
る
。
ス
キ
ー

場
・
ゴ
ル
フ
場
・
駅
・
ダ
ム
・
温

泉
」（
松
葉
助
役
）と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
は
な
い
が
、

飛
騨
牛
と
ト
マ
ト
・
ホ
ウ
レ
ン
草

な
ど
で
農
業
基
盤
を
確
立
し
て
活

力
を
維
持
し
、
出
稼
ぎ
の
な
い
村

を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
農

村
風
景
を
保
持
し
て
、
そ
の
利
活

用
に
努
め
て
い
る
と
説
明
を
受
け

た
。
さ
ら
に
、
都
市
生
活
者
と
の

交
流
を
主
体
と
し
た
地
域
活
性
化

を
進
め
る
た
め
に
「
パ
ス
カ
ル
清

見
」
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
体
験
農

園
等
を
備
え
た
観
光
・
交
流
施
設

で
、
平
成
元
年
に
農
業
農
村
活
性

化
農
業
構
造
改
善
モ
デ
ル
事
業
と

農
村
基
盤
総
合
整
備
を
受
け
て
建

設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

　
こ
の
「
パ
ス
カ
ル
清
見
」
は
、

自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
財
団
法

人
で
運
営
し
て
い
る
が
、
黒
字
経

営
を
行
い
、
毎
年
４
千
万
円
ず
つ

村
に
寄
付
し
て
い
る
と
い
う
話
に

驚
い
た
。
助
役
は
、
「
一
日
一
筆

の
重
要
性
」
と
し
て
一
日
一
枚
の

手
紙
が
書
け
る
仕
事
を
強
調
さ
れ

た
。
「
午
前
中
は
パ
ソ
コ
ン
に
向

い
、
午
後
か
ら
は
外
回
り
を
し
て

門
を
叩
か
な
い
と
新
規
の
客
は
取

れ
な
い
。
回
っ
た
所
に
礼
状
を
書

く
。
一
日
一
枚
礼
状
が
書
け
る
仕

事
を
す
る
こ
と
。
小
さ
い
こ
と
か

ら
で
も
い
い
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

い
い
、
こ
ん
な
バ
カ
な
と
思
う
こ

と
で
も
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

清
見
村
の
人
と
地
域
の
生
き
残
り

の
道
で
あ
る
。」
と
力
説
さ
れ
た
。

我
が
町
に
お
い
て
少
し
で
も
活
か

し
た
い
と
感
じ
た
。
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